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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成26年4月3日(2014.4.3)

【公表番号】特表2013-519875(P2013-519875A)
【公表日】平成25年5月30日(2013.5.30)
【年通号数】公開・登録公報2013-027
【出願番号】特願2012-552519(P2012-552519)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  37/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/78     (2006.01)
   Ｃ１２Ｍ   1/34     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  33/53    　　　Ｎ
   Ｇ０１Ｎ  37/00    １０２　
   Ｃ０７Ｋ  14/78    　　　　
   Ｃ１２Ｍ   1/34    　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成26年2月12日(2014.2.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　全身性エリテマトーデス（ＳＬＥ）を測定する方法であって、
（ｉ）ＩＧＦＢＰ１、ＣＤ９９、ヒアルロン酸、ＥＢＶ、ｓｓＤＮＡ、ｄｓＤＮＡ、ＭＰ
Ｏ、カルジオリピン、コラーゲンＩＩＩ、コラーゲンＩＶ、アクチン、ＢＭＰ４、ＣＭＶ
、Ｆ５０、ＨＧＦ、ＨＲＰ、ＨＳＰ６０ｐ１８、ＲＶ、Ｓ１００Ａ４、ＣＩＴＥＤ１及び
ＦＨＩＴから成る群から選択される複数の抗原に対する、被験者から得た試料中のＩｇＧ
抗体及びＩｇＭ抗体の反応性を測定し、それによって前記複数の抗原への試料の反応性パ
ターンを決定することと、
（ｉｉ）前記試料の反応性パターンを対照の反応性パターンと比較することと
を含み、
　対照試料の前記反応性パターンと比較した前記被験者から得た前記試料の前記反応性パ
ターンの有意な差異は、前記被験者がＳＬＥに罹っているという指摘である方法。
【請求項２】
　前記複数の抗原が少なくとも３つの抗原を含み、前記複数の抗原が、ＩＧＦＢＰ１、Ｃ
Ｄ９９、ヒアルロン酸、ＥＢＶ、ｓｓＤＮＡ、ｄｓＤＮＡ、ＭＰＯ、カルジオリピン及び
コラーゲンＩＩＩを含み、または、前記複数の抗原に前記試料中の複数のＩｇＧ抗体およ
び複数のＩｇＭの反応性を測定することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ヒアルロン酸、ＢＭＰ４、ＥＢＶ、ｓｓＤＮＡ、ｄｓＤＮＡ、Ｆ５０、ＨＧＦ及びＨＳ
Ｐ６０ｐ１８から成る群から選択される複数の抗原または、ヒアルロン酸、ＥＢＶ、ｓｓ
ＤＮＡ、およびｄｓＤＮＡからなる群から選択される複数の抗原に対する被験者から得た
試料中のＩｇＧ抗体の反応性を測定することを含み、前記対照試料の反応性パターンと比
較した被験者から得た前記試料の反応性パターン間の有意な上方調節は前記被験者がＳＬ
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Ｅに罹っているという指摘である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　（ｉ）ＣＤ９９、ＩＧＦＢＰ１、ＭＰＯ、カルジオリピン、コラーゲンＩＩＩ、コラー
ゲンＩＶ、アクチン、ＣＭＶ、西洋ワサビペルオキシド、ＲＶ、Ｓ１００Ａ４、ＣＩＴＥ
Ｄ１及びＦＨＩＴから成る群から選択される複数の抗原、（ｉｉ）ＣＤ９９、ＩＧＦＢＰ
１、ＭＰＯ、カルジオリピン、およびコラーゲンＩＩＩからなる群から選択される複数の
抗原、または（ｉｉｉ）ＣＤ９９、ＩＧＦＢＰ１、ＭＰＯ、およびカルジオリピンに対す
る、被験者から得た試料中のＩｇＭ抗体の反応性を測定することを含み、
　前記対照試料の反応性パターンと比較した被験者から得た前記試料の反応性パターン間
の有意な下方調節は前記被験者がＳＬＥに罹っているという指摘である、請求項１に記載
の方法。
【請求項５】
　ＣＤ９９、ＭＰＯ及びコラーゲンＩＩＩから成る群から選択される複数の抗原に対する
、被験者から得た試料中のＩｇＭ抗体の反応性を測定することを含み、前記対照試料の反
応性パターンと比較した前記試料の反応性パターン間の有意な下方調節が、前記被験者が
腎臓寛解のＳＬＥに罹っているという指摘である、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　ＳＬＥを測定する方法であって、
（ｉ）ＩＧＦＢＰ１、ＣＤ９９、ヒアルロン酸、ＭＰＯ及びコラーゲンＩＩＩから成る群
から選択される複数の抗原に対する、被験者から得た試料中の抗体の反応性を測定し、そ
れによって前記複数の抗原への試料の反応性パターンを決定することと、
（ｉｉ）前記試料の反応性パターンを対照の反応性パターンと比較することと
を含み、
　前記対照の前記反応性パターンと比較した前記被験者から得た前記試料の前記反応性パ
ターンの有意な差異は、前記被験者がＳＬＥに罹っているという指摘である方法。
【請求項７】
　試料中の抗体の反応性を測定することが、前記試料におけるＩｇＧ抗体とＩｇＭ抗体の
反応性を測定することを含み、または前記複数の抗原が、ｄｓＤＮＡ、ｓｓＤＮＡ、ＥＢ
Ｖ及びカルジオリピンから選択される少なくとも１つの抗原をさらに含む、請求項６に記
載の方法。
【請求項８】
　前記試料が血清試料であり、または前記対照が、少なくとも１人の健常な人に由来する
試料、健常な人のセットに由来する対照試料のパネル、及び対照の人に由来するデータの
保存セットから成る群から選択され、または前記複数の抗原が、抗原アレイの形体で使用
される、請求項１または６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記試料中の抗体の反応性を測定する前に前記試料を１：１０に希釈することをさらに
含む請求項１又は６のいずれか１項の方法。
【請求項１０】
　被験者におけるＳＬＥ診断のためのキットであって、
　ＩＧＦＢＰ１、ＣＤ９９、ヒアルロン酸、ＥＢＶ、ｓｓＤＮＡ、ｄｓＤＮＡ、ＭＰＯ、
カルジオリピン、コラーゲンＩＩＩ、コラーゲンＩＶ、アクチン、ＢＭＰ４、ＣＭＶ、Ｆ
５０、ＨＧＦ、西洋ワサビペルオキシド、ＨＳＰ６０ｐ１８、ＲＶ、Ｓ１００Ａ４、ＣＩ
ＴＥＤ１及びＦＨＩＴから成る群から選択される複数の抗原を含むキット。
【請求項１１】
　前記キットが抗原アレイの形体であり、または前記キットが、前記複数の抗原に対する
試料中の抗体の反応性を測定する手段、または前記複数の抗原に対する異なる試料中の抗
体の反応性パターンを比較する手段を含む、請求項１０に記載のキット。
【請求項１２】
　抗原プローブのセットであって、
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　ＩＧＦＢＰ１、ＣＤ９９、ヒアルロン酸、ＥＢＶ、ｓｓＤＮＡ、ｄｓＤＮＡ、ＭＰＯ、
カルジオリピン、コラーゲンＩＩＩ、コラーゲンＩＶ、アクチン、ＢＭＰ４、ＣＭＶ、Ｆ
５０、ＨＧＦ、ＨＲＰ、ＨＳＰ６０ｐ１８、ＲＶ、Ｓ１００Ａ４、ＣＩＴＥＤ１及びＦＨ
ＩＴから成る群から選択される複数の抗原プローブを含む抗原プローブのセット。
【請求項１３】
　ＳＬＥを診断するための診断用組成物を調製するための抗原プローブセットの使用であ
って、
　前記抗原プローブセットがＩＧＦＢＰ１、ＣＤ９９、ヒアルロン酸、ＥＢＶ、ｓｓＤＮ
Ａ、ｄｓＤＮＡ、ＭＰＯ、ＩＧＦＢＰ１、カルジオリピン、コラーゲンＩＩＩ、コラーゲ
ンＩＶ、アクチン、ＢＭＰ４、ＣＭＶ、Ｆ５０、ＨＧＦ、西洋ワサビペルオキシド、ＨＳ
Ｐ６０ｐ１８、ＲＶ、Ｓ１００Ａ４、ＣＩＴＥＤ１及びＦＨＩＴから成る群から選択され
る複数の抗原を含む使用。
【請求項１４】
　前記診断用組成物が試料中の抗体の反応性を測定するのに使用され、それによって前記
複数の抗原に対する試料の反応性パターンを測定し、対照試料の反応性パターンと比較し
た前記試料の反応性パターンの有意な差異はＳＬＥについての指摘である請求項１３に記
載の使用。
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